
ガイドの依頼及び問合せは、敦賀観光協会にて受け付けています。 

      ０７７０－２２－８１６７ （ＦＡＸ ０７７０－２２－８１９７） 

なお、お申込み用紙をダウンロードされる場合は、以下のアドレス 

（観光協会ホームページ）にアクセスしていただき、観光協会宛て 

お送りください。 

         http://www.turuga.org/index.html 
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集

後

記 

ガ イ ド の 依 頼 ・ 問 合 せ ガ イ ド 募 集 中 

観光ボランティアガイドつるがは、随時メンバー 
を募集しています。敦賀のことをもっと知りたい 
方、もっと紹介したい方、人と接するのが好きな 
方、入会に制限はありませんので、以下までお 
気軽にお問い合わせ下さい。 

  ①当会連絡先   ０７７０－２１－００５６ 
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    ご あ い さ つ                  人道の港 敦賀ムゼウム館長   西川明徳 

☆敦賀市立博物館特別展～「ふつうの系譜」おかえり展 
 現在、敦賀市立博物館では、「ふつうの系譜」おかえり展と称して、「ふつうの美しさ」を 
テーマとしたコレクション展が開催されています。これは今春、東京・府中市美術館で開催さ 
れた「ふつうの系譜」展に敦賀市立博物館から出展された絵画作品などの「おかえり展」です。 
郷土ゆかりの画家をはじめ､狩野派､土佐派､円山四条派､岸派､原派､復古大和絵､そして 近代京 
都画壇と､近世から近代にかけての京の美術が公開されています。 
 同館所蔵の美しい日本絵画を、ぜひこの機会にご覧ください。   
 日時/ 第3期 : 10月6日(火)～11月8日(日) 
☆敦賀市立博物館企画展～「いわさきちひろ かるた原画展」 
 絵本作家いわさきちひろの童話かるたの原画を中心に、その他の現代作家の作品など絵画資料を展示。 
 日時/ 11月13日（金）～12月8日（火） 
☆敦賀市民歴史講座～「元亀争乱から４５０年」   
 幾度も覇権争奪の戦禍を乗り越えた敦賀。元亀争乱を中心に各地に残る城跡などを手掛かりとして、戦国
時代の敦賀と周辺地域の様相を探る企画です。  
  主催/ 気比史学会  日時/ 第３講：11月28日（土） 14時～ 場所/ きらめきみなと館 
                        第４講：12月19日（土） 14時～ 場所/ 敦賀市立図書館３階（研修室）    
 
 
  

 ②敦賀観光協会  ０７７０－２２－８１６７ 
 

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮｓ 

 

北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
開
業

を
目
指
し
て
県
内
各
地
で
工

事
が
行
わ
れ
る
中
、
金
沢
～

敦
賀
の
区
間
の
１
２
本
の
ト

ン
ネ
ル
の
う
ち
、
最
も
敦
賀

駅
に
近
い
深
山
ト
ン
ネ
ル
が

８
月
３
日
に
貫
通
し
ま
し
た
。 

 

一
方
、
６
月
１
９
日
、
文

化
庁
は
旧
北
陸
線
を
中
心
と

し
た
鉄
道
の
諸
遺
産
を
「
日

本
遺
産
」
に
認
定
し
ま
し
た
。 

こ
の
諸
遺
産
に
は
当
時
国
内

最
長
で
あ
っ
た
柳
ケ
瀬
ト
ン

ネ
ル
や
敦
賀
か
ら
今
庄
の
間

の
１
２
本
の
ト
ン
ネ
ル
群
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

敦
賀
近
郊
に
は
、
最
新
技

術
で
掘
削
さ
れ
た
北
陸
新
幹

線
の
ト
ン
ネ
ル
群
が
新
幹
線

を
待
つ
一
方
、
明
治
時
代
の

レ
ン
ガ
積
み
の
ト
ン
ネ
ル
が

あ
り
、
中
で
も
現
存
す
る
日

本
最
古
と
さ
れ
る
小
刀
根
ト

ン
ネ
ル
は
建
設
当
時
の
姿
の

ま
ま
静
か
に
佇
ん
で
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
日
本
遺
産
や
活

躍
し
て
い
た
Ｄ
51
形
蒸
気
機

関
車
を
訪
ね
、
往
時
に
思
い

を
馳
せ
る
の
は
如
何
で
し
ょ

う
か
。 

 
 

 
 

（
将
） 

 
こ
の
令
和
２
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
感
染
拡
大
の
恐
怖
に
お
び
え
、
あ

ら
ゆ
る
行
事
や
祭
り
が
中
止
や
延
期
さ
ら

に
縮
小
に
追
い
込
ま
れ
、
ま
た
豪
雨
に
よ

る
被
害
が
各
地
で
起
こ
り
ま
し
た
。
ま
こ

と
に
や
り
き
れ
な
い
思
い
で
半
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
観
光
事
業
も
直
接
間
接
の
影
響

を
受
け
、
ガ
イ
ド
の
活
動
も
二
月
中
頃
を

最
後
に
オ
フ
ァ
ー
が
途
絶
え
ま
し
た
が
、

九
月
か
ら
よ
う
や
く
再
開
し
ま
し
た
。
こ

の
間
、
こ
れ
ま
で
の
ガ
イ
ド
の
活
動
を
振

返
り
、
学
ん
だ
知
識
を
も
う
一
度
学
び
直

す
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
た
び
は
、
滋
賀
福
井
の
県
境
を
ま

た
が
る
旧
北
陸
線
を
中
心
と
し
た
鉄
道
の

諸
遺
産
が
『
海
を
越
え
た
鉄
道
～
世
界
へ

つ
な
が
る
鉄
路
の
キ
セ
キ
～
』
と
し
て
日

本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
以
降

の
港
と
鉄
道
を
結
び
、
北
陸
の
大
動
脈
と

し
て
発
展
し
た
北
陸
線
、
さ
ら
に
海
外
へ

の
物
流
、
文
化
の
交
流
を
も
た
ら
し
た

「
欧
亜
国
際
連
絡
列
車
」
な
ど
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
大
い
に
語
り
つ
た
え
、
観
光
振
興

と
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
べ
き
チ
ャ
ン

ス
の
到
来
で
す
。
し
こ
を
踏
ん
で
準
備
を

整
え
、
や
が
て
来 

る
明
る
い
時
期
を 

待
ち
た
い
と
思
い 

ま
す
。
明
け
な
い 

夜
は
無
い
の
で
す
。 

 

                    

                巻 頭 言              倉谷 長武 

                          

『海を越えた鉄道～世界へつながる
鉄路のキセキ～』として日本遺産に
認定された旧北陸線のトンネル群。
伊良谷トンネルから芦谷トンネルを
通して曲谷トンネルを望む。 

 

11
月
3
日
（
火
・
祝
）
に
、
い
よ
い
よ
新
し

い
「
人
道
の
港 

敦
賀
ム
ゼ
ウ
ム
」
が
オ
ー
プ

ン
い
た
し
ま
す
。 

 

金
ヶ
崎
周
辺
施
設
整
備
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

往
時
の
税
関
旅
具
検
査
所
等
4
棟
を
復
元
し
た

躯
体
工
事
を
昨
年
度
末
に
完
了
し
、
従
来
の
ム

ゼ
ウ
ム
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
大

幅
に
機
能
拡
充
し
た
資
料
館
と
し
て
運
営
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
へ
の
懸
念

が
払
拭
さ
れ
な
い
状
況
に
は
あ
り
ま
す
が
、
新

た
な
施
設
の
運
営
を
開
始
す
る
に
当
た
っ
て
の

様
々
な
課
題
等
を
一
つ
ひ
と
つ
解
決
し
な
が
ら
、

ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
っ
て
準
備
作
業
を
進
め
て

お
り
ま
す
。 

 

敦
賀
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
地
域
資
源
で
あ
る

「
人
道
の
港
」
に
つ
い
て
誇
り
を
持
っ
て
内
外

に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
来
館
者
の
皆
さ
ん
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

を
重
視
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
ご

指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
、
こ
ん

に
ち
は
。 

 

敦
賀
市
観
光
部

人
道
の
港
発
信
室

長 

人
道
の
港
敦

賀
ム
ゼ
ウ
ム
館
長

の
西
川
明
徳
と
申

し
ま
す
。 

http://www.turuga.org/index.html
http://www.turuga.org/index.html
http://www.turuga.org/index.html
FMV
ハイライト表示

FMV
ハイライト表示



「 

日
本
遺
産 

」 

鉄
路
の
キ
セ
キ 

① 
観  光 

スポット
紹  介 

ガイドの 

一押し 

コース 

      
 
 
 

 

当
日
の
研
修
は
、
博
物
館

通
り
を
ス
タ
ー
ト
し
て
、
金

ヶ
崎
緑
地
、
気
比
神
宮
、
気

比
の
松
原
な
ど
敦
賀
の
代
表

的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
約
２

時
間
30
分
で
巡
る
ハ
ー
ド
な

日
程
で
し
た
が
、
暑
い
中
皆

さ
ん
大
変
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。 

 
 

 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
隊
の
皆
さ

ん
が
観
光
客
か
ら
敦
賀
の
魅

力
を
尋
ね
ら
れ
た
と
き
に
、

自
信
を
持
っ
て
答
え
る
こ
と 

が
で
き
る
よ
う
に
、
他
に
は 

な
い
一
番
の
見
ど
こ
ろ
や
、

興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
中

心
に
話
を
し
ま
し
た
。 

 
 

☆
小
刀
根
ト
ン
ネ
ル
☆ 

現
存
す
る
日
本
最
古
の
鉄
道

ト
ン
ネ
ル 

 

敦
賀
市
内
か
ら
国
道
８
号

を
滋
賀
方
向
に
向
か
っ
て
約

10
キ
ロ
、
刀
根
、
杉
箸
に
向

か
う
分
岐
か
ら
県
道
を
進
み

刀
根
ト
ン
ネ
ル
を
超
え
る
と

真
正
面
に
小
さ
な
ト
ン
ネ
ル

が
見
え
て
き
ま
す
。
小
刀
根

ト
ン
ネ
ル
で
す
。 

 

明
治
時
代
、
新
政
府
は
大

阪
京
都
方
面
か
ら
日
本
海
へ

つ
な
ぐ
鉄
道
敷
設
を
計
画
、

長
浜
・
敦
賀
間
の
鉄
道
敷
設

工
事
の
一
環
と
し
て
曽
々
木
、

刀
根
、
小
刀
根
の
３
つ
の
ト 

ン
ネ
ル
を
建
設
し
、
開
通
し 

た
の
は
１
８
８
２
年
（
明
治

１
５
年
）
で
し
た
。
日
本
人

技
術
者
だ
け
で
造
ら
れ
た
も

の
と
し
て
は
、
京
都
～
大
津

間
の
逢
坂
山
ト
ン
ネ
ル
（
明

治
１
３
年
竣
工
）
に
次
い
で

古
い
ト
ン
ネ
ル
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
逢
坂
山 

ト
ン
ネ
ル
は
新
し
い
ル
ー
ト

が
開
通
し
た
こ
と
で
現
存
し

て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
曽
々

木
ト
ン
ネ
ル
は
既
に
撤
去
、

刀
根
ト
ン
ネ
ル
は
車
道
用
に

改
変
さ
れ
て
お
り
、
建
設
当

時
の
ま
ま
現
存
す
る
の
は
小

刀
根
ト
ン
ネ
ル
だ
け
で
す
。 

 

写
真
の
と
お
り
断
面
を
見

る
と
上
部
が
膨
ら
ん
だ
馬
蹄

形
で
、
高
さ
が
４
．
７
２
ｍ
、

幅
が
４
．
２
７
ｍ
、
長
さ
が

５
６
ｍ
の
ト
ン
ネ
ル
で
す
。 

 

内
部
は
石
積
み
と
レ
ン
ガ

積
み
、
一
部
は
岩
盤
の
露
出

部
分
も
あ
り
、
当
時
の
技
術

を
そ
の
ま
ま
伝
え
て
い
ま
す
。 

 

当
時
は
現
在
の
よ
う
に
掘

削
機
な
ど
な
く
、
手
彫
り
で

掘
り
進
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
大
変
な
労
力
と
時
間

を
要
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

 

ト
ン
ネ
ル
内
部
の
レ
ン
ガ

に
は
ス
ス
が
残
り
、
煙
を
吐

い
て
蒸
気
機
関
車
が
通
過
し

て
い
た
証
に
触
れ
ら
れ
ま
す
。 

 

 

６
月
21
日
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
つ
る
が
は
、

敦
賀
市
の
魅
力
を
県
内
外
に
発
信
す
る
「
観
光
敦
賀
キ
ャ

ン
ぺ
ー
ン
隊
」
の
皆
さ
ん
に
市
内
研
修
を
行
い
ま
し
た
。 

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
隊
の
市
内
研
修 

 

☆
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
☆ 

日
本
遺
産
：
２
０
１
５
年
度

の
認
定
開
始
か
ら
累
計
で
１

０
４
件
と
な
っ
た
。
福
井
県

関
係
の
認
定
で
は
、
１
５
年

度
の
『
御
食
国
若
狭
と
鯖
街

道
』
（
県
、
小
浜
市
、
若
狭

町
）
、
１
７
年
度
の
『
北
前

船
寄
港
地
・
船
主
集
落
』

（
敦
賀
市
、
南
越
前
町
、
坂

井
市
、
小
浜
市
な
ど
）
と

『
日
本
六
古
窯
』
（
越
前
町

な
ど
）
、
１
９
年
度
の
『
石

か
ら
読
み
解
く
中
世
・
近
世

の
ま
ち
づ
く
り
』
（
県
、
福

井
市
、
勝
山
市
）
に
次
い
で

５
件
目
。 

 

今
回
の
日
本
遺
産
の
認
定

証
（
複
製
）
が
「
鉄
道
資
料

館
」
に
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

☆
新
ム
ゼ
ウ
ム
開
館
☆ 

 

11
月
３
日
、
新
し
い

「
人
道
の
港 

敦
賀
ム
ゼ
ウ

ム
」
が
金
ケ
崎
緑
地
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
す
。 

 

往
時
の
税
関
旅
具
検
査

所
等
4
棟
を
復
元
し
た
も

の
で
、
従
来
の
「
ム
ゼ
ウ

ム
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
受

け
継
ぎ
つ
つ
、
大
幅
に
機

能
拡
充
し
た
資
料
館
に
な

り
ま
す
。 

敦賀の魅力を発信、ＰＲ！！ 「敦賀観光キャンペーン隊」の皆さん。 

 

特
に
、
「
敦
賀
ム
ゼ

ウ
ム
」
で
は
、
ユ
ダ
ヤ

人
難
民
を
迎
え
入
れ
た

敦
賀
の
人
の
温
か
さ
に

感
動
し
て
い
ま
し
た
。 

 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
隊
の

皆
さ
ん
に
は
、
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
な
ど
を
積
極

的
に
活
用
し
て
、
若
者

の
視
点
か
ら
敦
賀
の
魅

力
を
発
信
し
、
敦
賀
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 

（
寺
下
雅
裕
） 

 

6
月
19
日
、
文
化
庁
は
、
地
域
の
有
形
・
無
形
の
文
化
財
を
テ
ー
マ
で
ま
と
め
て

観
光
振
興
な
ど
に
繋
げ
る｢

日
本
遺
産｣

に
、
敦
賀
市
、
南
越
前
町
、
滋
賀
県
長
浜
市

に
ま
た
が
る
旧
北
陸
線
沿
い
の
鉄
道
遺
産
の
魅
力
を
伝
え
る
ス
ト
ー
リ
ー
『
海
を
越

え
た
鉄
道
～
世
界
へ
つ
な
が
る
鉄
路
の
キ
セ
キ
～
』
な
ど
２
１
件
を
新
た
に
認
定
し

た
。
「
海
を
越
え
た
鉄
道
」
を
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
紹
介
す
る
た
め
、
い
く
つ
か

の
ポ
イ
ン
ト
に
焦
点
を
当
て
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
小
刀
根
ト
ン
ネ
ル
で
す
。 

 

☆
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
☆ 

Ｄ
５
１
：
Ｄ
51
形
蒸
気
機
関

車
は
、
１
９
３
６
年
（
昭
和

11
年
）
か
ら
10
年
間
に
１
１

１
５
両
が
製
造
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
製
造
さ
れ
た
１

号
機
、
２
号
機
が
一
番
最
初

に
配
属
さ
れ
た
の
が
敦
賀
機

関
区
で
し
た
。
旧
北
陸
線
の

急
な
勾
配
線
区
で
先
頭
に
立

っ
て
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。 

 

Ｄ
51
形
の
愛
称
「
デ
ゴ
イ

チ
」
が
蒸
気
機
関
車
の
代
名

詞
と
な
り
ま
し
た
。 

              
  

 

（
文
責
：
倉
谷
長
武
） 

 

☆
小
刀
根
ト
ン
ネ
ル
が
機
関

車
の
大
き
さ
を
決
定
し
た
！ 

 

更
に
す
ご
い
の
は
、
日
本

で
最
も
量
産
さ
れ
た
Ｄ
51
形

蒸
気
機
関
車
の
大
き
さ
が
こ

の
小
刀
根
ト
ン
ネ
ル
の
サ
イ

ズ
に
合
わ
せ
て
設
計
製
作
さ

れ
ま
し
た
。 

 


